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ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
学
校

～
「
教
え
る
場
」
か
ら
「
学
ぶ
場
」
へ
～

　

今
、
国
は
「G

IG
A

ス
ク
ー
ル
（G

lo
b

a
l a

n
d

 In
n
o
va

tio
n
  

G
a
te

w
a
y
 fo

r A
ll

）
構
想
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
令
和
５
年
度
ま
で
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

伴
い
、
今
年
度
中
の
整
備
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
構

想
は
、
児
童
生
徒
向
け
の
１
人
１
台
端
末
と
、
高
速
大
容

量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
し
、
多
様
な

子
ど
も
た
ち
に
最
適
化
さ
れ
た
創
造
性
を
は
ぐ
く
む
教
育

の
実
現
を
め
ざ
す
構
想
で
す
。
丹
波
市
も
現
在
整
備
を
進

め
て
お
り
、
今
年
度
中
に
整
備
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

東
北
大
学
大
学
院
の
堀
田
龍
也
教
授
は
、
あ
る
雑
誌
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「G

IG
A

ス
ク
ー
ル
構
想
の
本
来
的
か

つ
本
質
的
な
意
義
は
、
子
ど
も
た
ち
に
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ

ラ
シ
ー
（
情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
能
力
）
を
高
め
る
教

育
を
実
践
す
る
た
め
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、

な
ぜ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
こ
と
が
、
子
ど
も
た

ち
の
生
き
る
力
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う

か
。
堀
田
教
授
は
、
「
め
ま
ぐ
る
し
い
時
代
の
変
化
と
と

も
に
、
情
報
を
活
用
し
な
け
れ
ば
、
学
ぶ
こ
と
も
仕
事
も

で
き
な
く
な
る
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
」
と
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
き
ち
ん
と
覚
え

て
い
れ
ば
、
「
教
育
→
仕
事
→
引
退
」
と
い
う
一
方
通
行

の
「
３
ス
テ
ー
ジ
」
の
生
き
方
で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
人
生
100
年
時
代
と
言
わ
れ
る
今
、
寿
命

が
延
び
れ
ば
、
二
番
目
の
「
仕
事
」
の
ス
テ
ー
ジ
が
長
く

な
り
ま
す
。
引
退
年
齢
が
70
～
80
歳
に
な
り
、
長
い
期
間

働
く
よ
う
に
な
る
と
、
「
３
ス
テ
ー
ジ
」
の
生
き
方
は
通

用
し
な
く
な
り
、
常
に
新
た
な
ス
キ
ル
を
習
得
し
な
が
ら

複
数
の
キ
ャ
リ
ア
を
渡
り
歩
く
「
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
」
の

生
き
方
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
や
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
の
台
頭
な
ど
環
境
変
化
は
著
し
く
、
一
つ
の
分

野
で
一
生
稼
げ
る
時
代
は
終
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
は
、
社
会
人
に
異
分
野
の
知
識
や
能
力

を
磨
く
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
実
際
、
大
人
の
学
び
場
が
続
々
誕
生
し
、
社
会
人
の

学
び
直
し
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
の
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
は
、
幼
少
期
か
ら
大
学

時
代
ま
で
に
「
学
び
続
け
ら
れ
る
力
」
が
ど
れ
だ
け
鍛
え

ら
れ
た
か
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
い
、

約
３
ヶ
月
間
の
臨
時
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
間
、
丹
波
市
の
各
学
校
で
は
、
学
校
の
下
駄
箱
を
ポ
ス

ト
代
わ
り
に
使
用
し
て
課
題
を
児
童
に
渡
し
た
り
、
各
家

の
ポ
ス
ト
に
投
函
し
た
り
、Z

o
o
m

を
活
用
し
た
り
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
止
め
な
い
様
々
な
取
組
を
行
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
が
学
校
で
は
な
く
、
家
庭
に
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
「
一
斉
に
教
え
る
」
「
一
斉
に
話
を
聞

か
せ
る
」
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
学

ぶ
か
ど
う
か
は
学
習
者
に
委
ね
ら
れ
、
学
び
の
主
導
権
は

子
ど
も
の
側
に
あ
る
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
が
突
き
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
学
び
の
主
導
権
が
子
ど
も
に
あ
る
以
上
、

学
び
は
、
学
び
の
当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
が
「
学
び
た
い
」

と
思
っ
て
初
め
て
駆
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
常
に

教
師
の
指
示
を
待
つ
学
び
が
中
心
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
に

は
、「
学
び
た
い
」
と
い
う
ス
イ
ッ
チ
は
入
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
で
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
「
学
び
続
け
ら
れ
る
力
」
は

身
に
付
き
ま
せ
ん
。
１
人
１
台
の
端
末
が
整
備
さ
れ
て
も
、

「
は
い
、
電
源
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
し
ょ
う
」
「
で
き
た
人
は

待
っ
て
い
ま
し
ょ
う
」
「
勝
手
に
先
に
は
進
み
ま
せ
ん
」

と
一
斉
指
導
に
こ
だ
わ
り
、
子
ど
も
を
自
由
に
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
従
来
型
の
指
導
で
は
、
端
末
は
子
ど
も
た

ち
の
ツ
ー
ル
に
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
「
学
び
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
「
学
び
た
い
」
と
い
う
ス

イ
ッ
チ
を
オ
ン
に
す
る
に
は
、
何
を
・
ど
う
・
ど
こ
ま
で

学
ぶ
か
を
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
自
身
が
自
分
で
決
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
教
師
は
、「
教
え
る
」
か
ら
「
支
え
る
」
「
共
に
学
ぶ
」

に
、
児
童
生
徒
は
、
「
教
わ
る
」
か
ら
「
学
ぶ
」
「
互
い
に

教
え
る
」
に
転
換
し
、
学
校
は
、「
教
え
る
場
」
か
ら
「
学

ぶ
場
」
へ
と
変
わ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
最
初
か
ら
上
手
く
い
く
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
た

だ
、
成
功
と
失
敗
の
２
種
類
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な

の
は
、
な
ぜ
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
の
か
を
考
え
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
前
例
踏
襲
に
と
ら
わ
れ
ず
、
お
互
い
の

豊
か
な
発
想
を
い
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
き
っ
と
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
失
敗
を
恐
れ
る
人
は
、
失
敗
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス

評
価
を
恐
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
失
敗

を
し
な
い
必
勝
法
は
、
①
何
も
し
な
い
②
で
き
る
こ
と
だ

け
す
る
③
誰
か
の
言
う
通
り
す
る
。
こ
の
３
つ
を
守
れ
ば
、

失
敗
は
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
失
敗
し
な
い
必
勝
法
を
続

け
る
と　

①
何
も
で
き
な
く
な
る
②
成
長
で
き
な
く
な
る

③
考
え
る
力
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
失
敗
は
だ
め

な
こ
と
だ
」「
責
任
を
ど
う
す
る
ん
だ
」
と
い
う
職
場
で
は
、

教
育
長
　
岸
田
　
隆
博

1



失
敗
を
避
け
る
人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
、
学
校

に
期
待
す
る
の
は
、
①
何
か
す
る
②
で
き
な
い
こ
と
を
す

る
③
自
分
で
考
え
て
す
る
こ
と
で
す
。
何
か
す
れ
ば
、
で

き
る
こ
と
が
増
え
ま
す
。
で
き
な
い
こ
と
を
す
れ
ば
成
長

し
ま
す
。
自
分
で
考
え
て
す
れ
ば
、
考
え
る
力
が
増
え
ま

す
。
し
か
し
、
学
校
が
失
敗
し
な
い
努
力
を
す
る
と
、
そ

こ
で
働
く
先
生
も
、
子
ど
も
も
失
敗
を
恐
れ
る
病
に
感
染

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
逆
に
、
学
校
が
失
敗

を
恐
れ
な
い
努
力
を
す
る
と
、
そ
こ
で
働
く
先
生
も
、
子

ど
も
も
失
敗
を
恐
れ
な
く
な
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
管

理
職
と
先
生
方
と
お
互
い
に
納
得
い
く
ま
で
話
し
合
い
、

強
固
な
信
頼
関
係
を
結
ん
で
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で

す
。
そ
し
て
、
教
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
「
熱
い
気
持
ち
」

や
「
や
り
が
い
」
を
持
っ
て
、
お
互
い
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
上
げ
な
が
ら
、
頑
張
れ
る
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場

に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
学
校
が
１
校

で
も
増
え
る
よ
う
に
、
私
は
全
力
で
学
校
を
支
え
て
い
く

覚
悟
で
す
。

　

枠
に
は
め
る
教
育
か
ら
脱
却
し
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
認
め
ら
れ
る
学
校
。
先
生
を
主
語
に
す
る
の
で
は

な
く
、
子
ど
も
を
主
語
に
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
、

子
ど
も
同
士
で
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
る
学
校
を
創
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
教
育
委
員
会

も
全
力
で
学
校
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
学
校
の
応
援
団
と
し
て
、

ご
支
援･

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
長
コ
ラ
ム

【
教
育
長
室
か
ら
】
発
信
中
！

コロナ禍で学ぶ子どもたちに必要なこと
 教育委員　　安 田　真 理

　今年は新型コロナウイルス感染症対策に伴い小中学校が臨時休業となり、オンラ

イン学習と対面授業の重要性を考えるきっかけとなりました。家庭学習においては、

自分で考えて行動するかどうかが学習に大きな影響を与えました。

　自主性のある子どもたちは、物事を選択し選んだ理由を考え、その結果を分析し

ます。自主性のある子どもたちに育てるためには、良かったことは具体的に褒め、失敗したことは改善

策を考えたり、試行錯誤を積み重ねたりして、子ども自身が「できる」を実感することだと思います。

　コロナ禍の中、オンライン学習やICT活用は継続されていくでしょう。ICTを活用することで学習や校

務の効率化、個人のレベルに合わせた学習が可能になる反面、社会の情報化が加速し、子どもたちは様々

なリスクにさらされていきます。子どもたちがリスクを正しく理解し、かつ、自主的にトラブルを回避

していくような知識やモラル教育が求められていると思います。

学校給食費納付のお願い

　学校給食は、成長期にある児童生徒の健康な身体をはぐくむとともに、児童生徒が、食の大切さや感

謝等を学ぶうえでも大きな役割を果たしています。学校給食で使われる食材は、保護者の皆さまに納付

いただいた給食費によって賄われています。給食費を滞納されると、納付いただいている方との公平性

が保たれないだけでなく、給食の献立内容にも影響する場合があります。

　学校給食費は、月額（１食単価×提供食数）を翌月に口座振替により納付いただいています。口座振

替の前には残高を確認し、確実な給食費の納付をお願いします。

区　分
学校給食費

１食単価
振　　替　　日

小学校児童 245円 振 替 日：翌　月27日

再振替日：翌々月15日

（休日の場合は、翌営業日）中学校生徒 275円

問 学事課　学校給食係

TEL 70-0880

（給食費の納付が困難な場合はご相談ください。）
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これからの新たな教育活動
　タブレット端末導入後の教育活動は、これまでの教師主導の教育から児童生徒が主

体となり、自分から協働的に学びを深めていく活動に変わっていきます。

　また、個々の能力やニーズに応じた個別最適化された学習活動を展開していきます。

これまでの教育活動 これからめざす新たな教育活動

教師主導の教育活動（学校内中心）

・教師と児童生徒の対面型

・テキスト、プリント中心

・教師によるICT活用

自学自習による教育活動（家庭中心）

・課題プリントによる学習

・復習中心に予習も含めた学習

・実態に応じたオンライン学習

　→動画教材、ドリル教材、

　　双方向学習

一人ひとりの理解状況や能力に合わせた学び

学校　・ 学び合いを中心にした「主体的・対話的で

深い学び」の実現

　　　・ICTを利活用した創造的で協働的な学習

　　　・効率的な家庭学習の推進、支援

　　　・長期休業や臨時休業中の継続的な学習支援

家庭　・個のニーズに応じて個別最適化された学習

　　　・様々な情報を活用した課題解決学習

　　　・個々の実態に沿った自律的な学びの促進

どんなタブレット端末を使うの？ セキュリティ対策はどうなるの？

キーボード脱着式のタブレット端末

「Lenovo IdeaPad D330」を導入します。

小学生のランドセルにも収納

できるサイズです。

自宅にネット環境があれば、インター

ネットに接続することが可能となりますので、

不適切なウェブサイト等への接続を制限する

フィルタリングの設定を行います。

GIGAスクール構想とは？

　GIGAスクール構想とは、子どもたちの１人１台タブレット端末と高速で大容量

の通信ネットワークを一体的に整備し、多様な子どもたちに最適化された創造性を

はぐくむ教育の実現をめざす構想です。当初は、令和５年度末までの５年間での計

画でしたが、新型コロナウイルスの影響で、令和２年度中の整備完了に繰り上げら

れました。

学校と家庭をつないだ次世代の

学習環境の実現による、生きる力の育成

Q3 Q4

A3 A4
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GIGAスクールQ&A

タブレット端末は、どのように活用するの？どんな能力を育てるの？

これまでの教育実践にICT活用

を組み合わせ、「言語能力」や「問題発

見解決能力」と同時に「情報活用能力」

を身に付けます。そのために、授業だ

けでなく日常生活や家庭でもICTを積

極的に活用していきます。

主に授業中に活用しますが、今後家庭に持ち帰り、

家庭学習でも活用できるようルールや環境も整備しま

す。タブレット端末では、グループで共有したり、共

同で編集したりできます。離れた場所からでも学習に

参加したり、交流したりできます。連絡やアンケート

を受け取り、オンラインでの回答や提出もできます。

ＧＩＧＡスクール構想の

取組が始まります！

丹波市の目標
　丹波市では、未来を生きる子どもたちへの教育として、次の３点を

目標に掲げて取り組みます。

ICTを使う授業と使わない授

業を適切に組み合わせた「ハ

イブリッドラーニング」を推

進します。

　学校や家庭において、タブ

レット端末とこれまでの教材

（紙媒体）を適切かつ効果的

に組み合わせることで、主体

的・対話的で深い学びに向か

う授業の充実をめざします。

ICT活用を教師の「授業支援」

から児童生徒の「学習活動支

援」に変革します。

　これまでの教師主導のICT

活用から、児童生徒自らが主

体的にICT活用する学びへと

変革します。

「情報活用能力」を高め、ICT

を学校だけでなく日常生活で

も活用できるようにします。

　授業中はもちろん、普段の

学校生活や家庭生活において

もICTを主体的に活用できる

体制を構築し、情報活用能力

を育成します。

Q2Q1

A2A1

１ ２ ３
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リニューアルオープン
　水分れ資料館は、「氷上回廊」、「水分れ」の地形や歴史、自然をテーマにした資料館として昭和63年に設

立されました。しかし、時代の変化とともに建物や設備の老朽化、展示品の形骸化が進み、来館者の皆様に

十分な学習機会や新たな知見を提供することが難しくなりました。

　そこで、展示物の一新とともに、丹波市全域をフィールドとして活用することをめざし、水分れ資料館を

リニューアルし、令和３年３月20日（土・祝）に「丹波市立氷上回廊水分れフィールドミュージアム」とし

て新たにオープンすることが決定しました！

地域とともに創る、地域に開かれた博物館

【企画展・ワークショップ】丹波の農業や環境、生物多様性や昆虫、伝統産業や工業を紹介し、丹波の魅

力が学べる企画を計画しています。また、ワークショップでは自然観察会や歴史講座、写真の撮り方講座、

イラスト講座など多岐にわたる分野を学べる多彩な講座を計画中です。

企画のご提案、ご意見やアイデアもお待ちしています。

小さいけれど

学びがいっぱいの

博物館

　来館者の皆様に充実した時間を過

ごしていただくため、リニューアル

オープンに向けて、展示内容の充実

や、魅力的な博物館になるように準

備しています。

　リニューアルオープン後、皆様に

お会いできることを楽しみにしてい

ます。

問 文化財課　TEL 70-0819

3.20［土・祝］
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3

年
１
月
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日
（
土
）
～
3

月
14

日
（
日
）

　

中
国
湖
北
省
に
生
ま
れ
た
李り

行こ
う

簡か
ん

（1
9
3
7

～
）
は
、
中
央
美
術
学
院
卒
業
後
、
同
学

院
で
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
李り

可か

染せ
ん

（1
9
0
7

～1
9
8
9

）
に
師
事
し
、
そ
の
高
弟
の
一
人

と
し
て
活
躍
す
る
水
墨
画
家
で
す
。
中
で
も
少
数
民
族
の
住
む
山
深
い
景
色
を
題
材
と
し

た
作
品
で
高
い
評
価
を
受
け
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
景
色
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い
て
い
ま

す
。1

9
8
0

～1
9
9
0

年
代
に
は
、
日
本
で
も
個
展
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
創
設
者
・
植
野
藤
次
郎
が1

9
8
0

年
代
に
収
集
し
た
当
館
収
蔵
作
品

と
併
せ
て
、
李り

行こ
う

簡か
ん

が1
9
9
0

年
代
に
滞
在
し
て
い
た
姫
路
市
に
お
い
て
、2

0
0
0

年
に
開

館
し
た
「
李
行
簡
美
術
館
」
が
所
蔵
す
る
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
軸
装
・
額
装
作
品
と
共
に
、

襖
四
面
に
渡
る
大
型
の
作
品
や
、
焼
き
物
に
絵
付
け
を
し
た
作
品
な
ど
様
々
な
形
態
の
作

品
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

李　行簡《春雨黄陵廟図》1999年

会　　場：植野記念美術館　展示室3・4階

開館時間：10時～ 17時（入館は16時30分まで）

休 館 日：月曜日

観 覧 料：一般５００円、大学・高校生３００円

　　　　　小・中学生１５０円

※ ココロンカード利用可、小学生未満無料、20名

以上団体割引

問 植野記念美術館　TEL 82-5945

※ ご来館の際には、マスクの着用や手指の消毒など新型
コロナウイルス対策へのご協力をお願いいたします。

山南地域統合中学校の制服が決定しました！
　令和５年度に開校予定の山南地域統合中学校の新しい制服が決まりました。山南地域全域を校区として誕
生する新たな中学校として、「心機一転」「全校一心」がコンセプトになっています。なお、新中学校の制服
については、令和３年度に入学する中学１年生から変更し、令和５年度には、全員が新しい制服で開校を迎
えます。

オリジナルデザイン

２つの星は学校を表し、生徒
一人ひとりが輝くように願い
を込めました。
２本のラインは「篠山川」と「加
古川」を表現しました。
学校名と創立年度を刻んだオ
リジナルデザインです。

スカート / スラックス

スカートは濃紺をベースに、
市の花「カタクリ」の紫を
ラインに取り入れた上品な
チェック柄。誠実な印象を発
信する白のラインが入ったデ
ザインです。
スラックスは落ち着いた印象
のチェック柄。スカートとの
統一感を高める紫のラインが
ポイントです。

デザイン詳細令和５年度開校　丹波市立山南中学校　制服

問 教育総務課　TEL 70-0810
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めざせ！キッズ・ライブラリアン☆
キッズ・ライブラリアンとは…図書館をよく知り、情報の探し方や伝え方を学んだ子どもたちです

～丹波市立図書館からのお知らせ～

丹波市子ども司書養成講座
〜もっと知りたい☆図書館のヒミツ〜

　９月27日の開講式には、４年生から６年生までの

９名の子どもたちが一同に会し、今年度も子ども司書

養成講座がスタートしました。９名そろって、丹波市

のキッズ・ライブラリアンをめざしていきます。

　１月24日の講座最終回のおはなし会は、一般の

お客様も参加可

能です。ぜひ、

新米子ども司書

の勇姿にエール

を送っていただ

けたら嬉しいで

す。

子ども司書認定者、活躍中!!
　新型コロナウイルスの影響で、しばらく開催で

きなかったおはなし会を、９月から再開しました。

　読み聞かせボランティアの皆さんと歴代子ども

司書のコラボ企画『読み聞かせに参加してみませ

んか？』には、たくさんの子ども司書認定者に応

募いただきました。

　初めて出会う、参加者の前でも、落ち着いて、

講座で学んだことをしっかり発揮できました。

丹波市教育委員会公式LINE
友だち登録お願いします！ID検索：＠477vtcut

本の装備作業の様子

運動会・体育大会

新型コロナウイルス感染症防止対策のため規模を縮小して運動会・体育大会を実施しましたが、子どもたちは環

境の変化に向き合い、精一杯頑張りました。練習の成果を発揮し、笑顔あふれる時間となりました。
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